
12．受験上の注意事項

１．集合および受付
　・�受験票の持�参：「デジタル受験票」を必ず持参してください。万一忘れた場合は，速やかに監督者または係員に申し出て，仮受

験票の発行指示を受けてください。
　・�集合時刻：�必ず事前に「時間割」を確認し，指定時刻までに着席してください。
　・�遅刻・会場�間違い：万一，試験時刻に遅れたり試験会場を間違えたりした場合は，直ちに入試広報部へ連絡し，指示に従って

ください。なお，試験開始後 30 分を経過した場合は，原則として入場を認めません。
　・�途中退室の�禁止：試験終了時刻まで，試験時間中の退室は認められません。また，受験する選抜区分において，面接を含む試

験科目の一部でも欠席した場合は，すべての試験科目が無効となります。
２．持参品および電子機器の取扱い
　・�使用可能な筆記用具：黒鉛筆，シャープペンシル（黒芯），鉛筆キャップ，消しゴム，鉛筆削り（電動式を除く）に限ります。
　・�時　　計：�時計機能のみのものに限ります。スマートウォッチ等のウェアラブル端末や，計算・辞書・通信機能等を持つもの，

音の出るものは一切使用できません。必ずアラーム設定を解除してカバンにしまってください。
　・�電子機器の�取扱い：携帯電話・スマートフォン等の電子機器は，試験室に入る前にアラームを解除して電源を切り，カバンの

中にしまってください。試験中に着信音や振動音が発生した場合は，監督者が受験者の許可を得ず，カバンごと試
験室外へ持ち出します。

　・�身の回り品�：ハンカチ，ティッシュペーパー（袋から出したもの），ひざ掛け，目薬等を使用したい場合は，必ず試験開始前に
監督者に申し出て許可を得てください。

　・�実技試験の持参物品�：実技試験で使用する持参物品は机の上に出し，使用してもよいものとします。 P.29

３．不正行為の定義と対応
　・�不正行為の�禁止：次の行為を不正行為とみなし，発覚した場合は即刻退室を命じ，当該年度の全科目の成績を無効とします。
　　⑴カンニング行為（参考書・メモ等の確認，他者の答案ののぞき見，他者への助言等）。
　　⑵�試験時間中に許可なく試験問題，答案用紙を試験室から持ち出すこと。
　　⑶�試験開始の合図前に問題冊子を開くこと，または終了の合図後に筆記用具を持つこと。
　　⑷その他，試験の公平性を損なう一切の行為。
４．試験中の対応
　・�科目選択：�学力試験の科目選択は試験当日に行います。ただし，芸術学部の実技試験は出願時に選択したものに限られ，当日

の変更は認められません。
　・�体調不良・用便：試験中に発病や用便等，やむを得ない事情が生じた場合は，黙って手を挙げ，監督者の指示に従ってください。
　・�退　　場：試験終了後は監督者の指示があるまで着席したまま待機し，指示に従って速やかに退場してください。
５．昼食および休憩
　・�昼　　食：�基本的に試験場内に食堂の営業や売店の販売はありません。昼食が必要な場合は各自持参し，休憩時間中に自席で

食事をとってください。なお，食事の際のゴミは必ず各自で持ち帰ってください。
６．不測の事態（自然災害等）への対応
　・�告知方法：�台風，積雪，地震等の自然災害や公共交通機関の混乱等により，試験時間の変更や延期を行う場合は，本学公式

Web サイトにて告知しますので，適宜確認してください。

障がい，負傷，疾病等により受験上の配慮を希望する方は，以下の手順に従って事前に相談してください。なお，配慮の希望内容に 
よっては，試験会場が倉敷会場のみとなる場合があります。

１．障がい等があり，受験および入学後の修学において特別な配慮を希望する場合
　　⑴事前連絡：出願受付開始日の 2 か月前までに，入試広報部へご連絡ください。
　　⑵�事前相談：�試験当日の配慮に加え，志望学科や健康支援センターと連携し，入学後の修学や生活環境に支障がないか等の相

談を行います。
　　⑶�提出書類：相談に際して，以下の書類の提出を求めることがあります。
　　　ア）受験上の配慮等申請書（本学所定様式・A ４，希望する配慮内容を明記したもの）
　　　イ）診断書（病院の様式で可）
　　　ウ）身体障害者手帳または療育手帳等の写し
　　⑷結果通知：事前相談の結果に基づき，本学における受験および入学後の修学上の対応可否について通知します。
２．急な事故・疾病等により受験時の配慮を希望する場合
　　不慮の事故や急な発病により配慮が必要となった場合は，速やかに入試広報部へ申し出てください。
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